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会  議  録 

会 議 名 令和４年度第２回文化財保護審議会 

事 務 局 生涯学習課 文化財係 

開 催 日 時 令和４年８月３日（水）午前１０時から１０時５０分 

開 催 場 所 小金井市役所第二庁舎８階８０１会議室 

出 席 委 員 二宮会長 伊藤委員 椎名委員 狐島委員 太田委員 

欠 席 委 員 鈴木委員 

事 務 局 員 碓井文化財係長 髙木主任（学芸員） 

傍 聴 の 可 否  可 傍 聴 者 数   ０名 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 

 

 

１ 議 題 

 ⑴ 玉川上水・小金井桜整備活用事業について 

 ⑵ 東京文化財ウィーク事業について 

 

２ 報 告 

 ⑴ 埋蔵文化財発掘調査について 

 

３ その他 

 

４ 次回審議会開催日程 

   令和４年１１月２日（水）午前９時３０分～ 

   於：小金井市文化財センター学習室 
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会  議  結  果 

碓井文化財係長  皆様、おはようございます。定刻となりましたので、これより令和４

年度第２回小金井市文化財保護審議会を開催させていただきます。 

 本日はご参集いただきまして本当にありがとうございます。新型コロ

ナウィルス感染症の感染対策の観点も含めまして、審議の時間につきま

しては、長時間にならないよう事務局運営に努めてまいりますので、現

下の情勢における会議の開催につき、ご理解をお願いいたします。 

 なお、本日、鈴木委員よりご欠席とのご連絡をいただいております。 

 それでは、早速ではございますが、議事進行につきましては、二宮会

長にお願いいたします。よろしくお願いいたします。 

 

１ 議事 

 ⑴ 玉川上水・小金井桜整備活用事業について 

二 宮 会 長   それでは、会議内容の「議題１ 玉川上水・小金井桜整備活用事業に

ついて」につきまして、事務局よりお願いします。 

碓井文化財係長  それでは、玉川上水・小金井桜整備活用事業につきまして、今年度事

業予定及び今後の展開につきまして私の方からご説明させていただきま

す。 

 令和４年度につきましては、現時点では、令和３年度に引き続き、既

整備区間における欠損木の補植事業を行うことを予定しております。補

植本数につきましては、令和３年度と同等の１０本程度を予定しており、

具体的な補植場所につきましては、令和４年１０月頃の開催を予定して

おります、令和４年度第２回玉川上水・小金井桜整備活用推進委員会に

おいて、委員の皆様から専門的なご意見をいただき、それを基に決定し

てまいりたいと考えているところでございます。 

 また、残り３割程度の未整備区間につきましては、全てが玉川上水を

隔てて、他市、小平市及び武蔵野市と隣接するエリアであり、現時点で

は整備時期は未定となっております。 

 市といたしましては、今後、東京都教育庁の総合調整の下で、隣接市

と密な情報共有等を行いながら、本事業の主目的である桜並木の再生及

び名勝にふさわしい景観の復活という観点はもちろん、桜の生育環境、

事業効果の最大化、古木の適正管理等々、幅広い観点に立ち、適切な整

備時期を探ってまいりたいと考えております。 

 なお、令和４年７月２８日には、東京都水道局による作業説明会が公

民館緑分館において開催され、令和４年度の小金井市域内の下草刈りに

つきましては、８月下旬頃、１０月頃、２月頃に実施予定である旨説明

があったところです。 

 私からの説明は以上です。 

二 宮 会 長   どうもありがとうございました。今のご説明に関しまして、ご意見・ 

ご質問等はございませんか？ 

狐 島 委 員  未整備区間における隣接市と、市の担当者間のコミュケーションはあ 

るのでしょうか？未整備区間に関して、隣接市同士の情報交換や情報共
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有はできているのでしょうか？ 

髙木主任（学芸員） 「名勝小金井（サクラ）」の管理者である東京都教育庁の総合調整の 

下で、小平市、武蔵野市とは密な情報連携を行ってまいりました。今後 

も、引き続き調整を継続しながら、未整備区間についても協議していけ 

れば、と考えております。 

二 宮 会 長  やはり他市との隣接部分は重要なポイントになると考えています。 

総合調整を担う東京都教育庁の役割が大きい、と考えますが、連携し 

て事業を着実に進めていけるよう、よろしくお願いしたいと思います。 

    他にご意見・ご質問等はございませんか？よろしいでしょうか？ 

委 員 全 員  （特になし） 

二 宮 会 長  それでは、玉川上水・小金井桜整備活用事業につきましては、この形 

で承認、という形でよろしいでしょうか？ 

委 員 全 員  （異議なし） 

二 宮 会 長  ありがとうございました。 

 

 ⑵ 東京文化財ウィーク事業について 

二 宮 会 長   では、引き続きまして「議題２ 東京文化財ウィーク事業について」 

につきまして、事務局よりご説明をお願いします。 

髙木主任（学芸員） 例年、１１月３日の文化の日の前後に、東京都教育委員会主催で、文 

化財ウィークというイベントを行っております。都内の文化財を公開 

し、文化財保護、愛護に関する啓発の観点で行っているものです。 

小金井市も、例年この時期に合わせて企画事業等を実施しています。 

地域史講座は連続３回講座になります。令和４年度は、元・市史編さ

ん委員会の調査員であり、旧石器時代をご担当いただいた考古学者の野

口淳氏に講師をお願いし、小金井の旧石器時代の遺跡の話と、周辺地域、 

特に野川流域の旧石器時代の話も合わせて、多角的に小金井の当時の様 

子についてご講話いただきます。 

１０月から毎週土曜日に開催を予定しており、９月から募集を開始い 

たします。 

次に、企画展は、１１月１日から１２月２８日の期間、開催を予定し 

ております。内容につきましては、「梶家の文化財（仮）」というタイ 

トルを予定しています。 

      梶家は前原町三丁目に所在する旧家であり、その周辺で平代坂遺跡の 

発掘調査を行って、中世・近世の遺構が見つかっております。 

今回、梶家所有の近世の古文書をお預かりいたしまして、今後、改め 

て調査研究していく中で、その中から資料を一部公開するという内容と 

なっております。 

        近世の古文書、中世の板碑等をお借りいたしまして、一般公開すると 

いう内容になっていますので、かなり面白い内容になるのではないかと 

期待しております。担当は、小金井市文化財センターの多田が担当して 

おります。 

        ３点目、史跡めぐり、これはまち歩きです。「仙川の谷を見る歩く」 
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というテーマで、これまで野川近辺の流域の遺跡とか文化財を歩くこと 

はありましたが、一方市内の北側で流れていた仙川、これは自然河川で 

すが、こちらも注目すべき必要があるかな、という思いで、仙川に関わ 

る周辺の文化財、史跡を改めて見直す、解説して案内していく、という 

内容となっております。近年のいろいろな調査研究の最新の成果をなる 

べく盛り込みながら、ゆっくり歩いていただければ、と思っております。 

        文化財講演会につきましては、講師等未だ調整中ですので、決まり次 

第、ご報告させていただきます。以上３点につきまして、事前の予定と 

いう形でご説明いたしました。 

二 宮 会 長   ありがとうございました。 

 文化財ウィーク事業について、丁寧にご説明ありましたけれども、ご

質問・ご意見等ございますでしょうか？ 

伊 藤 委 員  梶家の近世文書というのは、どんなものがあるのでしょうか？ 

髙木主任（学芸員）   梶家の古文書は、点数は約６００点で、近世から近代初期にかけての

古文書となり、内容は上小金井村の資料が圧倒的に多いです。田んぼの

経営に関するものや、検地に関わる資料があります。延宝年間からあり

ます。また、梶家・梶野家等の新田開発に関わる資料もありますので、

抽出作業もしっかりと行っていきたいと思います。 

伊 藤 委 員  絵図みたいな資料があるのですか？ 

髙木主任（学芸員）  絵図もございます。目録リストは既にありましたが、今回お借りした 

資料の中に、目録に入っていない絵図もあり、大きな小金井村の絵図で 

明治のものです。 

伊 藤 委 員  どうもありがとうございます。 

二 宮 会 長   ほかによろしいでしょうか？ 

太 田 委 員   市史で近世編を編集した際は、実は梶家の資料は目録と一部写真版し 

か見ることができませんでした。ですから、これを機会に、市の方で梶 

家の古文書を全部把握できると、小金井の歴史にとって大変有用な仕事 

になると思うのでよろしくお願いします。 

髙木主任（学芸員）  市史編さん事業の中では梶家は掘り下げることはなかなかできなか

ったと思います。この機会にデータも取りつつ、保管活用という観点で

長期的な目線で作業していきたいと思います。 

二 宮 会 長   ありがとうございます。他にいかがでしょうか？ 

  １点だけお伺いします。地域史講座の参加者は、市報掲載等の形で募 

集するのでしょうか？ 

髙木主任（学芸員）  募集は市報９月１日号に掲載して行います。なお、これは東京都の事

業なので東京都の広報関係、文化財ウィークの中で同じタイミングで広

報されるということです。 

二 宮 会 長   野口先生のお話を聴く機会はなかなかないので、面白いと思います。 

他によろしいでしょうか？ 

文化財講演会については調整中ということですが、具体的なイメージ 

はありますか？ 

髙木主任（学芸員）  玉川上水関係か、或いは梶家に関わる周辺の地域をテーマとして検討 
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しており、現在調整中です。 

二 宮 会 長   他によろしいでしょうか？ 

「文化財ウィーク」という冊子が毎年発行されていたと記憶していま 

すが、いつ頃の発行でしたでしょうか？ 

髙木主任（学芸員）  文化財ウィークは、令和元年度までは、都内のイベントが全て入って

いる立派な細長のパンフレットを作成して無料配付していましたが、コ

ロナの関係でそういう冊子類の関係の印刷というものが全て白紙にな

ってしまい、令和４年度に関しても紙での配布は一切なく、各自治体の

広報紙で見るか、あとは東京都のインターネットのウェブで一覧を見て

いただくという形になっています。 

二 宮 会 長  市の広報活動が結構重要なポイントになると思うので、事務局のほう

でご配慮いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、２番の文化財ウィーク事業についてはよろしいでしょう

か。 

委 員 全 員 （異議なし） 

二 宮 会 長  それでは、このまま提案通り進めていただくという形でお願いしたい

と思います。 

 

２ 報 告 

 ⑴ 埋蔵文化財発掘調査について 

二 宮 会 長   引き続きまして、報告です。埋蔵文化財発掘調査について、ここのと

ころ調査が続いておりましたけれども、それについてご説明いただきた

いと思います。 

髙木主任（学芸員）  近年、大規模開発工事に伴い、埋蔵文化財の発掘調査が実施されてお

ります。その中で２点、平代坂遺跡及び小金井市本町エリアのＮｏ.２

２遺跡についてご報告させていただきます。 

 平代坂遺跡は令和４年２月から調査が始まり、令和４年７月１５日を

もって現地調査は終えております。 

 今回の平代坂遺跡の発掘調査の成果としては、旧石器時代、古墳時代、

中世・近世、近代と、非常に多岐に渡る時代の痕跡を見つけることがで

きました。非常に広大な土地であったこと、及び国分寺崖線という崖を

境に北と南でそれぞれ地形の状況が違う中、やはり時代の異なるものが

出てきたという非常に重要な発掘調査となりました。 

 既に、令和４年３月には、中世の遺跡については遺跡見学会、という

形で一般公開をしております。 

 続きまして、小金井市Ｎｏ.２２遺跡については、調査の主体者は東

京都教育委員会です。現時点でご報告できる内容はまだない、というの

が現状ではございますが、本調査につきまして、東京都教育委員会とは

定例的な会議の場を持ち、情報共有しておりますので、その中で、市と

しても必要なことはお伝えして、一般公開に値する発見があった場合

は、東京都教育委員会及び土地管理者の東京都住宅供給公社と協議の

上、一般公開も検討してまいりたいと考えておりますので、今後も東京
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都教育委員会とは密な連携を取り、Ｎｏ.２２遺跡の調査を進めていけ

れば、と考えております。 

 Ｎｏ.２２遺跡については、仙川周辺のエリアにある遺跡、という点

が非常に重要です。本調査をきっかけに、今後、仙川流域に存在してい

る遺跡の発見に繋がる可能性にも期待したいと考えております。 

 報告は以上です。 

二 宮 会 長   平代坂遺跡とＮｏ.２２遺跡についてご報告がありましたけれども、

ご意見、ご質問等ございますでしょうか？ 

伊 藤 委 員  過日、平代坂遺跡を視察させていただいた際に拝見した、里修験の穴 

は崖地ではなく敷地の南側にある、という理解でよいでしょうか？ 

髙木主任（学芸員）  その通りで、中世の遺跡は崖下のエリアで発見されたものになりま

す。崖地の上の部分からは発見されなかったので、中世の空間としては

低地の部分で発見されたものになります。 

二 宮 会 長   他にいかがでしょうか？ 

 Ｎｏ.２２の発掘調査期間はどの程度を見込んでいますか？ 

髙木主任（学芸員）  ７月から調査を開始しており、予定では１１月中に終了する見込み、

と伺っております。 

二 宮 会 長   史跡めぐりの際には、Ｎｏ.２２遺跡の周辺のエリアも通るのでしょ 

うか？ 

髙木主任（学芸員）  はい、そこも念頭に入れたコース設定を行っており、仙川の遺跡とい

うことで紹介をいたします。 

二 宮 会 長   平代坂遺跡は、極めて重要な遺跡になることが見込まれますし、例え

ば令和４年度地域史講座の講師をお願いする野口氏は、三次元計測によ

って、実際に発掘調査を行う前にデータを全部取る等の、新しい発掘調

査の試みを行っており、非常に成果が上がっていますので、それらのデ

ータ等も含め、調査結果が公開される際には大変いい遺跡になるであろ

う、と考えていますので、期待しております。市民に何らかの形でうま

く活用できればいいなと思っています。 

髙木主任（学芸員）  検討します。 

二 宮 会 長   ありがとうございました。 

他にご意見、ご質問等ございますでしょうか？ 

委 員 全 員 （特になし） 

二 宮 会 長  それでは、本件につきましては、本日はこの程度に留めさせていただ 

き、後日追加のご報告をお待ちさせていただきたいと考えております。 

        ありがとうございました。 

 

３ その他 

二 宮 会 長   それでは、その他について、事務局の方から何かございますか。 

碓井文化財係長  特にございません。 

二 宮 会 長   わかりました。 

 

４ 次回審議会開催日程 



 

 7  

 

二 宮 会 長   それでは、次回の会議日程について、お願いいたします。 

碓井文化財係長  次回につきましては、令和４年１１月２日（水）に文化財センターに

て開催させていただきたいと考えております。 

新型コロナウィルス感染症の感染拡大状況次第ではございますが、毎 

年度、年１回行わせていただいている企画展の視察と市内の視察も次回 

を考えさせていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

    以上です。 

二 宮 会 長   ありがとうございました。 

それでは、予定の議事を終了しましたので、本日の会議を終了させて 

いただきます。 

どうもありがとうございました。 

 


